



































































































































































































・Nariko Hashida“Parents’ Activities Toward Social Inclusion of Disable People”China-Japan 














































































・KAWAKAMI Wakana “A Comparative Study of Moral Education in Japan and France: Focusing on the 
Relationship with Language and Literary Education,” Bulletin of  Institute of  Education University of  

































?Sunada, H.(2018) Research on Teaching Materials of Map Projection Method of Japanese 
Textbook in WW Ⅱ Time. 8th ICMI-East Asia Regional Conferences on Mathematics 



















・Rei TANAKA (2018): Das Spannungsverhältnis zwischen der Entschulung und Verschulung an der 
Glocksee Schule Hannover: In der Sicht auf die Auseinandersetzung mit dem „Hentig-Paradoxon“ an der 






































・H. Hanazono ‘A Potential of Neriage: Can We Teach Aesthetic Qualities of Mathematical Objects?’ The 8th 
ICMI-East Asia Regional Conference on Mathematics Education （EARCOME8), Taiwan, 8/5/2018
・H. Hanazono ‘A Case Study on Facilitating Students' Appreciation of Aesthetic Qualities of Mathematical 















































・Hosoda.K.「A Case Study on The Development of Statistical Thinking Using Multivariate 
Data：Based on Olympic Decathlon.」，The 10th International Conference on Teaching 































?Murata, S. A comparative analysis of mathematics curriculum: The case of the Triangle Sum Theorem. 
The 8th ICMI-East Asia Regional Conferences on Mathematics Education, Proceedings (Vol.2, pp.140–147). 
Taipei International Convention Center, Taiwan, May 9, 2018.
?Murata, S. A comparative analysis of mathematics curriculum between Japan and the United States. The 
42th Conference of  the International Group for the Psychology of  Mathematics Education, Proceedings 
(Vol.5, p.271). Umeå University, Sweden, July 8, 2018.
・村田翔吾．「中学校数学科における空間的思考の指導のための教材開発：切頂八面体の求積に焦
点を当てて」．日本科学教育学会　第42回年会，論文集（pp. 487⊖488）．信州大学，2018年?月
19日．
・村田翔吾．「学校数学の教科内容におけるメタ数学的内容の位置づけ：三角形の内角定理を事例
に」．日本教科教育学会　第44回全国大会，論文集（pp. 50⊖51）．日本体育大学，2018年?月?日．
・村田翔吾．「中学校数学科における接線作図の変遷に関する一考察：メタ数学を視点とした教科
内容の分析」．日本教材学会 第30回研究発表大会，研究発表要旨集（pp. 105⊖106）．福山大学，
2018年10月21日．
・村田翔吾．「数学的定義の構成過程におけるメタ定義の役割：特別な四角形を事例として」．日本
数学教育心理研究学会（PME-J）秋期研究集会．岡山大学，2018年11月16日．
・村田翔吾．「数学的定義の構成過程における『メタ定義』の意義」．日本数学教育学会 第51回秋
期研究大会，発表集録（pp. 121⊖128）．岡山大学，2018年11月17日．
〈その他　受賞など〉
・筑波大学大学院 人間総合科学研究科 研究科長表彰，2018年?月23日．
《ヒューマン・ケア科学専攻　共生教育学分野》
津多成輔（教育社会学／共生教育学）
〈編著書〉
・津多成輔，「教育機会と進路選択」飯田浩之・岡本智周編『はじめて学ぶ教職? 教育社会学』，
2018年10月，ミネルヴァ書房，200p，pp. 27⊖39．
〈論文〉
・津多成輔，「ステレオタイプ認識が教育意識・行為に及ぼす影響─ジェンダーカテゴリに着目し
て─」飯田浩之・津多成輔編『「共生」を実現する教育の実証的研究─「教員調査」の結果より─』
筑波大学共生教育社会学研究室，2018，pp. 5⊖20．
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〈学会発表〉
・津多成輔，「生徒の社会関係が進学移動に及ぼす影響─青森県の高校生に着目して─』，『日本高
等教育学会第21回大会』桜美林大学，2018年?月.
・津多成輔，「教師のジェンダーカテゴリにおけるステレオタイプ認識の実態と教育行為・意識の
関連』，『日本高校教育学会 第26回研究大会発表』筑波大学，2018年?月.
吉田　茂（教育社会学／共生教育学）
〈編著書〉
・吉田　茂「第?章　保育ソーシャルワーク実践研究Ⅰ─ケースワークを中心に─」日本保育ソー
シャルワーク学会（監修）永野典詞・伊藤美佳子・北野幸子・小口将典（編集）『保育ソーシャ
ルワーク学研究叢書第?巻　保育ソーシャルワークの内容と方法』2018年11月，晃洋書房，200頁，
129⊖144頁.
・吉田　茂「第?章　ビフォー⇨アフターでなっとく！?歳児の書き方　?歳児の書き方　?歳児
の書き方」宮里暁美（編著）馬場耕一郎・渡辺英則・髙橋順子・吉田茂・佐藤陽子（執筆協力）『保
育がグングンおもしろくなる記録・要録書き方ガイド（ひろばブックス）』2018年?月，メイト，
95頁，60⊖71頁
・吉田　茂「学び合う保育者・園内研修『─主体的に学ぶ保育者集団を目指して─ふたば保育園・
園内研修での取り組み』」ミネルヴァ書房編集部（編）『発達154：保育の場から考える新指針・
新要領』2018年?月，ミネルヴァ書房，119頁，43⊖48頁
・吉田　茂「教育・保育実習生に望むもの─保育現場から─」伊藤良高・宮㟢由紀子・香㟢智郁代・
橋本一雄（編）『保育・幼児教育のフロンティア』2018年?月，晃洋書房，163頁，111⊖114頁
・吉田　茂「第15章　現代社会における『言葉』の問題─将来への展望─」谷田貝公昭（監修）大
沢裕（編著）『コンパクト版　保育内容シリーズ?　言葉』2018年?月，一藝社，143頁，121⊖
128頁
〈学会発表〉
・杉野寿子・吉田茂・佐藤陽子「保育者によるソーシャルワーク実践に関する研究：保育者へのア
ンケート調査からの考察」日本保育ソーシャルワーク学会第?回大会，熊本学園大学，2018年12
月.
